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OKAYAMA CITY COUNCIL GIKAI-STYLE
議決のあらまし 常任委員会審査から

　平成30年９月定例市議会に市長が提案した議案で、本会議で表決を行った議案は、追加上程を含め
43件（予算案６件、条例案５件、その他32件）でした。
　そのうち、平成30年度岡山市一般会計補正予算（第２号）など５件の議案については、一部の議員か
ら反対がありましたが、すべての議案を原案可決、同意ならびに承認しました。なお、７月豪雨災害関
連補正予算として提出された、平成30年度岡山市一般会計補正予算（第３号）ほか３件の補正予算は、
議会として慎重に審議する必要があると判断し、集中的な質疑を行いました（→ 10ページ  ）。
　これにより、補正予算額は、一般会計92億9,040万円余、特別会計100万円、事業会計３億1,339万
円余の増額となり、予算総額は、5,781億2,452万円余となりました。

採択した陳情（１件）
〇陳情第24号　教育の一層の充実を図るための2019
年度政府予算に関する意見書の提出について

不採択とした陳情（６件）
〇陳情第17号　○陳情第18号　○陳情第19号　
○陳情第20号　○陳情第21号　○陳情第25号

●● 陳情の結果 ●● 

〇教育の一層の充実を図るための2019年度政府予算に関する意見書

●● 可決した意見書 ●● 
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■平成30年度岡山市一般会計補正予算（第２号）
　　　　主な事業　　　　　　     予　算　　　　　　　　　　　　　       内　　　容

議 決のあらまし

●● 可決した主な議案 ●● 議決結果は市議会ホームページに掲載しています。

詳しくは市議会ホームページに掲載しています。

まちの持続可能な開発を実現する
真の生涯活躍のまちづくり事業

新斎場整備事業

　平成29年度の一般会計、特別会計、企業会計の決算及び剰余金処分議案が９月定例市議会に提案されました。これらの
決算等を審査するため各特別委員会を設置し、本会議閉会中に審査を行います。その審査結果は、11月定例市議会で報告
する予定です。

5,944万6,000円

4,100万円

5,944万6,000円

4,100万円

科学的根拠に基づいた市民の将来的な疾病リスクを把握する健康見える化事業、新た
な民間資金調達手法を取り入れて行う健康ポイント事業、高齢者等への就労支援事業

新斎場整備に係る進入路整備の支障埋設物の移転

■平成30年度岡山市一般会計補正予算（第３号）　７月豪雨災害関連補正予算
　　　　主な事業　　　　　　     予　算　　　　　　　　　　　　　       内　　　容

農林水産施設の災害復旧

土木施設の災害復旧

災害ごみの撤去・処理

28億126万3000円

17億7,942万円

16億550万円

28億126万3000円

17億7,942万円

16億550万円

被災した農地及び農業用施設、治山施設、林道等の復旧に要する
経費

被災した道路・河川の復旧に要する経費

災害ごみの収集・運搬、処理及び仮置き場の運営に要する経費

一般会計決算審査特別委員会

森田　卓司
柳井　　弘
中原　淑子
楠木　忠司

千間　勝己
松本　好厚
田中のぞみ
森山　幸治

山田　正幸
磯野　昌郎
羽場頼三郎
田口　裕士

特別会計決算審査特別委員会

三木　亮治
松田　隆之
林　　敏宏
柳迫　和夫

委 員 長
副委員長
委　員　

和氣　　健
東　　　毅

委 員 長
副委員長
委　員　

成本　俊一
川本浩一郎

委 員 長
副委員長
委　員　

河田　正一
藤原　哲之

鷹取　清彦
岡崎　　隆
竹永　光恵
松島　重綱

浦上　雅彦
竹之内則夫
鬼木のぞみ
東原　　透

企業会計決算等審査特別委員会

礒谷　和行
二嶋　宣人
福吉　智徳
高橋　雄大

吉本　賢二
則武　宣弘
林　　　潤
太田　栄司

難波満津留
松田　安義
下市このみ
赤木　一雄

決算審査特別委員会の設置

 総務委員会  環境消防水道委員会

 経済委員会

 建設委員会

 市民文教委員会 保健福祉委員会

■システム導入と丁寧な周知で
被災者支援の漏れを防止
－り災証明を発行した被災者の
状況を、窓口業務や支援業務の
部署で共有し、支援メニューを
個別に把握することで、支援漏
れを防ぐとともに迅速な対応が
できる「被災者生活再建支援シ
ステム」導入の予算を計上－
委員●被災者に対するさまざま
な支援メニューがあるが、案内
を送付しても読まない人や、申
請に行けない人もいる。どのよ
うに周知するのか。
市●申請していない人をシステ
ムで確認することができるので、
申請漏れのないよう、被災者へ
丁寧な周知を行うことを各担当
課に伝えていく。

■※１ＳＩＢを活用した生涯活躍
就労支援事業等を実施
－ＳＩＢを活用した生活習慣病
対策サービスの創出と市民の利
用促進、生涯活躍のための就労
支援を一体的に行う－
委員●ＳＩＢの活用は本市とし
て初めての試みであり、議会も
注目している。事業期間が５カ
年と長いため、随時、保健福祉
委員会に事業の進捗状況を報告
してほしい。
市●これまで委員会でも指摘の
あった、生活習慣病対策や高齢
者の就労支援といった課題に対
して、事業により、どれだけ効
果があったか、随時、進捗に合
わせて報告していく。

■消防団の災害対応
今後の課題解決に向けて協議
委員●７月豪雨で消防団には活
躍してもらった。今後の課題と
して、消防団へ支払う費用など
の回数や人数の見直しを考えな
いのか。
市●今回の消防団の災害活動に
対して、市民から非常に高い評
価を受けている。消防団活性化
委員会で意見を聞いて、何らか
の形で消防団員に報いていき
たい。
委員●消防団と自主防災組織の
連携を強化するべきではないか。
市●今後は、自主防災組織との
情報共有や協力、市民への手助
け等の協議を行い、連携強化に
努めていきたい。

■※２治山事業への地元負担の
軽減について
－７月豪雨で被災した林地の災
害復旧を行うため、測量設計等
の委託料及び工事に関する事業
費を補正予算に計上－
委員●林地災害復旧事業を進め
るにあたり、事業費の４分の１
を地元が負担しなければならな
いとのことだが、何らかの軽減
措置を講じられないのか。
市●現在、地元負担を軽減する
方向で検討している。
委員●今回の災害では、全市的
に被害を受けているので、復旧
に関する地元負担についてはよ
く検討してほしい。

■浸水した
百間川緑地の復旧と今後
委員●補正予算で土砂撤去や施
設修繕等を行う百間川緑地には
仮設トイレ等いろいろなものを
置いているが、増水時に流下能
力の低下にはならないのか。
　また、浸水時には毎回予算を
つけて復旧していくのか。
市●河川管理者である国と協議
しており、流量の著しい阻害は
ないと考えている。
　過去の状況を踏まえれば、高
い頻度で浸水することは想定し
ていないため復旧していくこと
が適切と考えるが、今後の気象
状況等によっては、必要な時期
に河川敷の使い方や復旧方法を
検討しないといけない。

■ブロック塀安全対策事業
－平成30年６月に発生した大
阪府北部地震でコンクリートブ
ロック塀倒壊による事故が発生
したことから、市内の学校施設
のコンクリートブロック塀の安
全対策を行う－
委員●30年度改修校と31年度
改修予定校があるが、同時進行
で工事を行うのか。
市●30年度は塀の高さが2.2メ
ートルを超えるもの、調査や設
計を比較的簡易に行えるもの
について行い、31年度は、施
工規模が大きいものや立地状況
等により、現地調査に手間がか
かるものについて工事に着手し
たい。

審査等の過程で特に議論となった点について、
委員長報告の要旨を掲載常 任委員会審査から 全文は市議会ホームページに掲載しています。

災害関連補正予算を
集中的に質疑し可決

用語解説 ※１【ＳＩＢ（Social Impact Bond）】
民間事業者が出資、融資等の民間資金調達により、事業を実施し、あら
かじめ定めた成果指標の達成状況に応じて市が事業費を支出するもの

用語解説 ※２【治山事業】
都市周辺部及び都市近郊地域にある森林を対象として、土砂
の流出や崩壊等の山地災害の防止を目的とした事業


